
取扱説明書

Model　DLV30

'吸着式ﾊﾝﾃﾞｨ''工具部



接続

１．供給部本体と工具部との接続

１）供給部への接続

ａ 工具部からのｴｱﾁｭｰﾌﾞ３本の接続

b 工具部へのﾈｼﾞ送りﾎｰｽの接続

c ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰからの7Pｺﾈｸﾀｰの接続

d ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰからの2Pｺﾈｸﾀｰの接続

e ｴｱｰの供給、ｳﾚﾀﾝﾁｭｰﾌﾞφ8　0.4MPa以上

f 電源供給　日本国内－AC100V

2) 工具部への接続
a 供給部からのｴｱﾁｭｰﾌﾞ3本の接続
b 供給部からのﾈｼﾞ送りﾎｰｽの接続

２．供給部全面ﾊﾟﾈﾙのｴｱｰ圧力ｹﾞｰｼﾞを、
　　約0.2～0.3MPaに設定して下さい。
　　ﾚｷﾞｭﾚｰﾀｰは供給部正面向かって右側の
　　窓を開けて下さい。
　　3点ｾｯﾄのﾚｷﾞｭﾚｰﾀｰにて調整します。

３．ねじ送りﾎｰｽはYﾊﾟｲﾌﾟが上下する動きに <例＞
　　余裕を持たせて下さい。

　　ﾈｼﾞ送りﾎｰｽ、ｴｱﾁｭｰﾌﾞ3本、信号線1本
　　動力線1本が余裕をもって動くことが出来る様に
　　ﾊﾞﾗﾝｻーを使用して下さい。
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接続

ﾚﾊﾞｰｽﾀｰﾄとﾌﾟｯｼｭｽﾀｰﾄとﾈｼﾞ締めｽﾀｰﾄに2種類の方式があります。
ﾚﾊﾞｰｽﾀｰﾄはﾚﾊﾞｰを握るとﾄﾞﾗｲﾊﾞｰが回転しﾄﾙｸUPをすると止まります。
ﾚﾊﾞｰを離すと、Yﾊﾟｲﾌﾟが下降してねじを圧送し、すぐにYﾊﾟｲﾌﾟは上昇して待機位置に戻ります。
ﾚﾊﾞｰを離してYﾊﾟｲﾌﾟが下降し始める時間、下降して圧送している時間、圧送し終わって
Yﾊﾟｲﾌﾟが上昇する時間は個別に供給部全面ﾊﾟﾈﾙで設定出来ます。
ﾌﾟｯｼｭｽﾀｰﾄはﾚﾊﾞｰの替わりになるｾﾝｻｰがﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ内にあり、ﾋﾞｯﾄに負荷がかかると
ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰが回転し、ﾄﾙｸUPをすると止まりﾄﾞﾗｲﾊﾞｰを上にあげ、ﾋﾞｯﾄに負荷がなくなると
Yﾊﾟｲﾌﾟが下降します。
以下はﾚﾊﾞｰｽﾀｰﾄと同じ動きです。
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ビット・吸着パイプの外し方

①接続されているホースを外す（ねじ送りﾎｰｽ、ﾊﾞｷｭｰﾑﾎｰｽ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ上下ﾎｰｽ)

②接続されているﾎｰｽを外した状態から矢印の部分よりﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ部と先端工具部とを
　 逆ねじで分離します。

③分離した状態より、矢印部右側ﾋﾞｯﾄﾎﾙﾀﾞｰの2面取りした平面部をﾓﾝｷｰ等で挟み
　 左側ﾋﾞｯﾄを反時計方向に外します。

ねじ送りﾎｰｽ

ﾊﾞｷｭｰﾑﾎｰ

ｼﾘﾝﾀﾞｰ上下ﾎｰｽ
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④吸着ﾊﾟｲﾌﾟは①の状態でも外せます。時計方向（逆ねじ）で外します。

ﾋﾞｯﾄ

吸着ﾊﾟｲﾌﾟ
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吸着式ハンディの御使用にあたって必ずお読みください。

　１．供給部本体内部の３つのセットフィルター内に水、油が溜まるような工場配管の場合
　　　水、油を除去できるフィルターをかえして供給部及び吸着ドライバーへ水、油が
　　　行かないようにして下さい。機械動作に影響を与え、ねじ落下の原因となります。

＜供給部本体内部＞

　２．供給部ホッパーへのねじ投入量は写真の適量線迄にして下さい。
　　　オーバー量を投入するとねじ送りが不安定になります。

＜ねじ投入例＞

　３．ねじは常時ホース内は１ヶです。
　　　ホース内の１ヶが圧送されてＹパイプの先端にきます。
　　　２ヶ以上あるとYパイプの詰まりと機械を損傷する原因となります。

３点セット

適量線
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＜日常点検＞

　１．工具部（ドライバー）

　　　①吸着パイプ内のブッシュのつまり

　　　②ワンタッチツギテのつまり

　　　③Ｏリングの変形、損傷
　　　　（トルク調整等、ドライバーと
　　　　　先端部を分離した時に
　　　　　確認下さい）

　２．供給部
　　　①フィルターカップのフィルターつまりと
　　　　カップのゴミの量

　　　②ツギテのチューブ差し込み部に詰まった
　　　　ゴミを除去。
　　　　チューブを外してエアブローをして下さい。

①フィルター

カップ

②ﾂｷﾞﾃ

②ﾂｷﾞﾃ

②ﾂｷﾞﾃ

②ﾂｷﾞﾃ

① ②

③

KQ2K06-01S(45°)

Oﾘﾝｸﾞ S-29

KQ2L06-99

VRL50-010608

本体：VFR20-8

ﾌｨﾙﾀｰ：VFE-20

Oﾘﾝｸﾞ：1AS-55

－6－



品　番

ご購入年月日 　　　　　　　　　　　　年　　　　月　　　　日

ご購入店名

電話（　　　　　　）　　　　　　ー

〒４３０－０８５２ 静岡県浜松市中区領家１丁目１０番６号

ＴＥＬ：（０５３）４６２－３６３６

ＦＡＸ：（０５３）４６２－１８１８


